
 

  
 
 

福島地方水道用水供給企業団業務の状況について 

    

 令和元年 8月 29日開催された企業団議会定例会において認定された福島地方水道用水供給企業団水

道用水供給事業会計平成 30 年度決算及び令和元年 9 月末現在の業務の状況について、その概要をお

知らせいたします。 

 

1．平成 30 年度決算の状況 

 

（1）総 括 事 項  

① 業務の状況  

（イ）水道用水供給事業 

平成 30 年度の年間総送水量は、39,639,900 ㎥（１日平均送水量 108,602 ㎥）で、前年度と比較して

815,360 ㎥（2.0％）の減となった。 

年間総有収水量は、39,395,172 ㎥（１日平均有収水量 107,932 ㎥）で前年度と比較して 792,826 ㎥

（2.0％）の減、当初予定水量と比較して、605,151 ㎥（1.5％）の減となったものの、有収率は、99.4％

で前年度より 0.1 ポイント増加した。 

    給水収益（消費税抜き）は 3,192,640,536 円で、当初予算と比較して 22,995,464 円（0.7％）の減と

なった。 

（ロ）水質検査事業  

水質検査事業は、構成団体の原水及び浄水の水質検査を受託し、水質検査手数料（消費税抜き）は 

23,631,350 円で、当初予算と比較して 635,350 円（2.8％）の増となった。 

 ② 財政状況 

   本年度の収益的収支（消費税抜き）は、水道用水供給事業収益 4,318,515,023 円に対し水道用水供給事

業費用 4,337,096,845 円で、収支差し引き額 18,581,822 円が当年度純損失となり、前年度繰越欠損金

1,193,894,751 円に当年度純損失を加えた 1,212,476,573 円を、未処理欠損金として翌年度に繰り越した。 

   資本的収支（消費税込み）は、資本的収入 8,543,000 円に対し、資本的支出が 2,114,385,878 円となり、

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 2,105,842,878 円は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収

支調整額 59,984,225 円及び過年度分損益勘定留保資金 2,045,858,653 円で補てんした。 

③ 建設改良工事の状況 

施設更新計画に基づき平成 28 年度より 3 カ年の継続事業として進めてきた、すりかみ浄水場中央監視 

制御設備工事が完了した。 

また、場外施設の防犯強化のため平成 28 年度より計画的に進めてきた監視カメラ設置事業については、 

川俣増圧ポンプ所と東和増圧ポンプ所への設置をもって完了した。 

④ 再生可能エネルギーへの取り組み状況 

   第 2 期事業運営計画の施策である省エネルギー、再生可能エネルギー設備の導入の取り組みとして、官

民連携により進めてきた浄水場の放流水を有効活用する小水力発電所が完成した。 

⑤ 東京電力(株)福島第一原子力発電所事故への対応 

   事故により浄水場敷地内に保管を余儀なくされていた 1,500㏃/Kgを超える放射性物質を含む浄水ケーキ

（浄水発生土）については、平成 30 年度までに処分場への搬出が完了した。 

 

 

 



 

  
 
 

計 101,653,970 計 101,653,970

資 本 剰 余 金 3,639,766

利益剰余金（△欠損金） △ 1,212,477

前 払 金 0 繰 延 収 益 42,851,806

資 本 金 40,556,872

未 収 金 308,923 引 当 金 16,098

貯 蔵 品 50,471 そ の 他 流 動 負 債 5,434

無 形 固 定 資 産 50,424,084 企 業 債 （ 流 動 負 債 ） 1,459,113

現 金 預 金 6,337,464 未 払 金 137,937

(４) 貸 借 対 照 表 （単位　千円）

　資　　　　　　産　　　　　　の　　　　　　部 負　　債　　・　　資　　本　　の　　部

有 形 固 定 資 産 44,533,028 企 業 債 （ 固 定 負 債 ） 14,199,421

前年度繰越利益剰余金（△欠損金） △ 1,193,895
当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金
（ △ 未 処 理 欠 損 金 ） △ 1,212,477

経 常 利 益 （ △ 損 失 ） △ 18,582

当年度純利 益（ △損 失） △ 18,582

営 業 利 益 （ △ 損 失 ） △ 761,068

営 業 外 収 益 1,102,243

営 業 外 費 用 359,757

科 目 金 額

営 業 収 益 3,216,272

営 業 費 用 3,977,340

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額2,105,843千円は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額59,984千円及び過年度分損
益勘定留保資金2,045,859千円で補てんした。

(３) 損 益 計 算 書 （単位　千円）

支

出

区　　　分

予　　　　　　　　算　　　　　　　額

100

計 2,119,606 0 0 2,119,606 2,114,386 0 5,220

100 0 0 100 0 0

企 業 債 償 還 金 1,728,048 0 0 1,728,048 1,728,047 0 1

備　　考
当初予算額 補正予算額

地 方 公 営 企 業法
第 26 条 の 規 定
に よ る 繰 越 額

合　　　　計

建 設 改 良 費 391,458 0 0 391,458

決　　算　　額

地 方公 営企
業法第 26 条
の規定による
繰 越 額

不用額

386,339 0 5,119

予 備 費

計 7,662 0 0 7,662 8,543 881

8,543 881

補正予算額

地 方 公 営 企 業 法
第26条の規定による
繰 越 額 に 係 る
財 源 充 当 額

合　　　　計

負 担 金 7,662 0 0 7,662

（単位　千円）

資

本

的

収

支

収

入

区　　　分

予　　　　　　　　算　　　　　　　額

決　　算　　額
予 算 額 に 比 べ
決算額の増（△）減

備　　　考
当初予算額

100
計 4,740,714 1,043 0 4,741,757 4,566,470 175,287

予 備 費 100 0 0 100 0

4,032,391 175,187

0営 業 外 費 用 516,666 0 17,413 534,079 534,079

流 用 増 減 額 合　　　　計

営 業 費 用 4,223,948 1,043 △ 17,413 4,207,578

△ 15,210

支

出

区　　　分

予　　　　　　　　算　　　　　　　額

決　　算　　額 不 用 額 備　　考
当初予算額 補正予算額

計 4,578,636 13,360 0 4,591,996 4,576,786

3,473,574 △ 24,142

営 業 外 収 益 1,080,920 13,360 0 1,094,280 1,103,212 8,932

当初予算額 補正予算額

地 方 公 営 企 業 法
第 24 条 第 3 項 の
規 定 によ る支 出 額
に係 る財 源 充 当 額

合　　　　計

営 業 収 益 3,497,716 0 0 3,497,716

(２) 収 支 の 状 況 （単位　千円）

収

益

的

収

支

収

入

区　　　分

予　　　　　　　　算　　　　　　　額

決　　算　　額
予 算 額 に 比 べ
決算額の増（△）減

備　　　考

 



 

  
 
 

２．令和元年9月末現在の業務の状況

(１) 事 業 の 概 要

　令和元年9月末現在の給水状況は、予定年間総給水量39,923,374㎥に対し、給水量は
19,696,916㎥で49.3％の実績でした。

(２) 経 理 の 状 況

令和元年度収益的収支予算執行状況　(令和元年9月末現在） （単位　千円）

科　　　　　　　目 予　　算　　額　　（A) 執　　行　　額　　（B) 執　　行　　率　（B/A)％

収

入

水道用水供給事業収益 4,594,527 1,743,146 37.9

営 業 収 益 3,526,530 1,738,319 49.3

営 業 外 収 益 1,067,997 4,827 0.5

支

出

水道用水供給事業費用 4,885,326 1,031,059 21.1

営 業 費 用 4,450,658 866,680 19.5

営 業 外 費 用 434,568 164,379 37.8

予 備 費 100 0 0.0

令和元年度資本的収支予算執行状況　(令和元年9月末現在） （単位　千円）

科　　　　　　　目 予　　算　　額　　（A) 執　　行　　額　　（B) 執　　行　　率　（B/A)％

支

出

資 本 的 支 出 2,380,172 1,564,136 65.7

建 設 改 良 費 920,959 839,616 91.2

企 業 債 償 還 金 1,459,113 724,520 49.7

予 備 費 100 0 0.0  

 


